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社会福祉法人 白寿会 

電話 ０５３８－６６－５２３１ 

FAX ０５３８－６６－５５１７ 

 

HP http://www.hakuju.jp 

下の QR コードからもご確認いただけます。 

 

 

 

 

  

  

 

 

● 特別養護老人ホーム 白寿園 定員 70 名 

● 特別養護老人ホーム 第二白寿園 定員 80 名 

● 白寿園 ケアハウス 定員 15 名 

● 白寿園 居宅介護支援事業所  

● 白寿園 第二居宅介護支援事業所  

● 磐田市竜洋地域包括支援センター  

● 白寿園 ショートステイ 定員 20 名 

● 白寿園 デイサービス B型 定員 40 名 

● 白寿園 ホームヘルプサービス  

● 白寿園 研修センター  

● なないろ保育園   定員 12 名 

● デイサービスせんず堂  定員 20 名 
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社会福祉法人白寿会 総合広報 風のまちだより  2025年度 冬号 

 

 

新年あけましておめでとうございます。旧年中は当法人の運営に格別のご支援をいただき感謝

申し上げます。本年も竜洋地域の福祉の拠点として、地域の皆様のご期待に沿えるよう役職員一

同、一層の努力を続けてまいりますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。  

理事長 鈴木新一 

役職員一同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【掛塚祭りが今年もやってきました！】 

毎年ご利用者の方々が楽しみにしている掛塚

祭りの屋台が 10月 17日に来てくださいました。

賑やかなお囃子とともに現れる荘厳な屋台を見

ると、普段物静かなご利用者も興奮した様子で大

きな声で掛け声をして盛り上げました。 

 東町の皆様、ありがとうございました。また来

てくださるのを楽しみにしています。 

 

【中日新聞に掲載されました】 

磐田市が発行する「文芸磐田」の応募作品の首

席入賞者の表彰式が行われました。小説や随筆、

短歌などの各部門で延べ 144人から 616点の応募

があり、当法人の第三者委員を務められる鈴木智

子さんが短歌部門で表彰されました。鈴木智子さ

ん、表彰おめでとうございます！ 

 

 

その他、2025年度冬号でお伝えする内容                 

  

【メロン寄贈】 

本年度もメロー静

岡様よりメロンをご

寄贈いただきまし

た。早速ご利用者

にお召し上がりいた

だきました。普段の

食事がとても豪華に

なり、みなさん喜ば

れていました。 

メロー静岡様、ありがとうございました。 

№１ ケアハウス開園記念式 P３ 

№２ 家族会奉仕活動 P４ 

№３ 日赤奉仕団ボランティア P４ 

№４  苦情解決委員会 P５ 

№５ 静岡産業大学体験実習 P５ 

№６ 特定技能実習生 P６ 

№７ 白寿園デイサービスレポート P７ 

№８ なないろ保育園レポート P８ 

№９ デイサービスせんず堂レポート P８ 

   

 

【謹賀新年】
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〔1〕 ケアハウス開園記念式 

 

11 月 9 日(日)に白寿園ケアハウスの開園 25 周年記念式が行われました。理事長と施設長からお言葉

をいただいたのち、ご入居者のリクエストにお応えするスペシャルメニューでのお昼ごはんとなりまし

た。今年も“ひまわりの郷”の皆さんからお赤飯の贈呈があり食事に華を添えていただきました。ご入

居者の皆さんはとても喜んでいました。ひまわりの郷様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 白寿園ケアハウスは定員 15 名と磐田市で一番小さい軽費老人ホームですが、特別養護老人ホームや

ショートステイと併設しており職員が常駐しているため、緊急時のコール対応が可能です。デイサービ

スと隣接しているため気軽に利用出来るのも利点です。また、ホームヘルプサービスもあるため、必要

に応じた介護サービスをご利用いただくこともできます。 

 開園 25 周年を迎え、定員数が少ない人数ゆえのきめ細やかな運営を続けていきたいと思っておりま

す。それにはご家族のご協力、地域の皆様との繋がりもとても大切で必要になります。これからも竜洋

地域の皆さんのご協力をいただきながら、安心して暮らせるお年寄りの住まいを守っていきたいと思い

ます。 

 

 

お赤飯のついたスペシャルメニュー！ 
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〔2〕 家族会奉仕活動 

 

12 月 14 日（日）に家族会奉仕活動とふりかえり会を行いました。当日は小雨の降る中、たくさんの

ご家族にご来園いただき、ベランダの窓ふきと蜘蛛の巣取りをしていただきました。雨風が冷たく寒い

中での作業でしたが、皆さん丁寧に作業してくださいました。おかげさまで施設が見違えるようにきれ

いになりました。活動終了後には一年のふりかえり会を行いました。いつも、園の活動にご参加いただ

き大変に嬉しく思います。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔3〕 日赤奉仕団ボランティア 

 

毎月の第 3木曜日、日赤奉仕団（日本赤十字社奉仕団）の皆様がボランティア活動で白寿園に来園さ

れます。12月は中庭の花壇の草取りや花の植え込み等をして下さいました。花壇は見違えるほど綺麗に

なり、施設に入所されているご入所者や保育園の園児達もとても喜ばれていました。暑い時期も寒い時

期も、毎月欠かさず活動をして下さり、本当にありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたし

ます。 

 

※日本赤十字社奉仕団とは、赤十字の理念に共感し、地

域社会の福祉向上や災害救護、健康増進のため、市区町

村単位で活動するボランティアグループです。炊き出し、

献血推進、高齢者・障害者支援、防災啓発、救急法普及

など多岐にわたる奉仕活動を通じて、地域に根ざした人

道支援を行っています。 

 

 

 

 

雨風の中、多くの方にご参加いただきました。 

中庭花壇がとてもきれいになりました  
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〔4〕 苦情解決委員会 

 

12月 11日（木）に社会福祉法第 82条に基づく白寿園苦情解決委員会が開催されました。令和 7年 6

月～11月の期間で当法人が受けた苦情の報告となります。今回の苦情としては、在宅部門で 1件、施設

部門で 1 件の苦情がありました。第三者委員の先生方からは「利用するのも人、それを動かすのも人、

まわりも人、全て人の中で動いている。人と人との関わりの中で動いている事業だと感じました。 

複雑な世の中で、弱いものに対する思い入れが人によって

違うので、守るべきもの（法律や規則）が必要だと思いま

す。心情的問題もあるかと思いますが個人プレーで行動し

ないことを心掛けてほしいと思います。」とお話を頂きま

した。お相手も人だからこそ言葉遣いや、ちょっとした注

意が必要だと助言も頂きました。今回の事例をしっかり受

け止め、ご利用者やご家族が安心して下さるよう、職員間

の情報共有を行い職員一体となってサービス向上へ精進

していく所存です。 

 

〔5〕 静岡産業大学体験実習 

 

10 月 20 日（月）から 5 日間、静岡産業大学の 3 名の学生が教員免許取得のための体験学習で白寿園

に来られました。白寿会の概要や業務内容の説明を行ったあと、特養とデイサービスに分かれて業務の

お手伝いや創作活動などのレクリエーションをしながらご利用者と交流していただきました。 

要介護の方々と初めて接するなかで、声の大きさや身振り手振りなど工夫を凝らしながらコミュニケ

ーションを図る姿を見て、職員も初心を思い出されたことと思います。体験後にはレポートを提出して

もらいましたが、用紙いっぱいに感想や気づきを書かれていてとても感心しました。介護に限らず、人

と触れ合う仕事で大事なことは「相手を知ること」だと思います。今回の体験で得たものを教員の仕事

にも活かしていただけたらうれしいです。5日間お疲れさまでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まだまだ若いもんには負けん！ 



 

 

6 

 

〔6〕 特定技能生 

 

このたびフィリピンから 4名の【特定技能生】が新たに仲間に加わり、当法人で働く特定技能生は合

計 9名となりました。日本語の学習と介護技術の習得に励みながら、毎日成長を続けています。彼女た

ちにインタビューし、今後の目標などを聞きました！ 

Q①：なぜ介護のお仕事を選んだのですか？  Q②：これからの目標を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

             

             

            

             

名前 シルバさん 

① フィリピンでは看護師をしていましたが、お給料が低く生活が大変だった

ので、日本での仕事を探しました。人の役に立つ仕事が好きで、介護職を

選びました。思いやりを持ち、知識を広げる努力を続けていきたいです。 

② 『JLPT N3』に合格し、もっと上手な日本語でご利用者とお話がしたいで

す。そして、介護福祉士の資格を取得し、ご利用者により良い介護をした

いと思います。 

 

名前 レディジャンさん 

① 人の生活を支える仕事に強い責任感とやりがいを感じるため、介護を選び

ました。ご利用者の安心や笑顔に繋がる仕事に携わりたいと考えています。 

② 安定した生活をして、仕事で人の役に立つことです。毎日努力して、信頼

される人になりたいです。 

名前 サラジェーンさん 

① 人の役に立つ仕事がしたいと思い、介護業界を選びました。ご利用者の

「ありがとう」が励みになっています。 

② 介護の知識と技術を身につけ、ご利用者に安心して生活していただける

介護士になることです。 
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〔7〕 白寿園デイサービスレポート 

 

白寿園デイサービスセンターの 12月は様々なイベントがあって大忙しです。まずは 14日・21日の日

曜日、職員で二手に分かれて大掃除を行いました。フロアや脱衣場、トイレ等の床にワックスを掛け、

カーテン等も洗濯し、綺麗になった空間でご利用者に気持ち良く過ごして頂いています。 

22 日は冬至でしたので、17 日～22 日はゆず湯になりました。ゆずの香りが漂い、気分の良さも相まっ

て普段のお風呂よりも温まりました。 

19 日～25 日はクリスマス会を行いました。フロアにはツリーが飾られ、昼食はちらし寿司に茶碗蒸

し等豪華で美味しく、おやつもケーキなどクリスマスらしいデザートでした。午後はカラオケ大会、慰

問の方々による楽器の演奏・踊り、どじょうすくい等を披露して頂きました。慰問の方の演奏曲に合わ

せて職員が花嫁姿で登場すると思わず涙するご利用者もいらっしゃいました。 

行事だけではなく普段の活動もいきいき取り組んでいます。創作活動では 10 月から作り始めた壁面

飾りがついに完成し、新年から皆様をお出迎えしています。1 月からはおやつ作り、節分レクとご利用

者と一緒に楽しんでいきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可憐な花嫁姿に思わず涙  
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〔8〕 なないろ保育園レポート 

 

12月 24日（水）に白寿園、25日（木）にケアハウスにてクリスマス会を行いました。手作りのマラ

カスを振りながら歌を歌ったり、「赤鼻のトナカイ」の紙芝居を見たりして過ごしました。子どもたちが

ご入居者の皆さんへ作った工作物のプレゼントを渡していると・・・サンタクロースがやってきて、子

どもたちはボールのプレゼントをもらいました。また来年もご利用者と一緒にお祝いできるといいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔9〕 デイサービスせんず堂レポート 

 

12 月はクリスマス会のイベントとして、ビンゴ

大会を行いました。景品は手作りのマフラーや巾

着袋、ハンカチや靴下、お菓子等様々な景品があり、

お目当ての景品を当てようと皆さん必死です！！

なかなかビンゴカードが開かない方やリーチには

なるものの、なかなかビンゴにならない方など大

盛況となりました。ビンゴになった方から、好きな

景品を選んで頂きました。ビンゴの後は、職員の手

作りケーキをいただきました。生クリームとイチ

ゴが乗ったデコレーションケーキで、クリスマス

感満載です。皆さん笑顔でお召し上がりになり、と

っても盛り上がった一日となりました。 

子どもたちを見て嬉しそうなご利用者さん  


